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この広報は、議員の自主編集で発行しています。

12
月
定
例
会

山
形
県
白
鷹
町
議
会

お手持ちのパソコンやスマート

フォンなどで議会中継をご覧い

ただけます。録画でもご覧いた

だけます。

UD
白鷹町議会

高齢者や視覚の弱い方
にも配慮したユニバー
サルデザインフォント
を使用しています。



町民の生活向上 と安心のために
令和 3 年 11 月 25 日、　8 項目の政策提言

政策提言とは、町政における課題の解決をはかるために、必要と思われる政策を町長に対し提案することを言います。

１．地域活性化に向けた取り組みへの支援

２．健康と福祉の里構想の多角的検討

７．来年以降の米作付け支援

８．鳥獣被害対策

３．ICT 利活用の推進

４．GIGAスクール構想によるタブレット端末等の活用

５．飲食業や観光、宿泊業など事業所への支援

６．地域資源を活用した観光のあり方

政策提言の全文は
こちらから

本年度は新型コロナウイルス感染症
による影響が大きい社会経済活動の
建て直しや、喫緊の課題の解決・
対応等に特化して提言しました。
本提言が来年度予算に具体的に
反映されるよう望みます。

きっ  きん

コロナ禍の長期化で地域コミュニティの希薄化が
心配される。コミュニティセンターを拠点とした
活性化への取り組みに積極的な支援を。

町立病院と健康福祉センターが、将来にわたり町
民の安心・安全、健康維持・増進の機能を持ち合
わせた施設となるよう多角的に検討すること。

コロナ禍で飲食業や観光、宿泊業などが打撃を受け、地
域経済への影響も懸念される。従業員を抱える事業所の
状況把握に努め、引き続き支援策を検討すること。

米価が下落している中、生産者が来年以降も作付け
を継続できるよう、資金繰りの支援などを県やJA
に働きかけること。また、米の消費拡大についても
対応策を検討すること。

狩猟者の高齢化が進んでいる。鳥獣被害対策実施隊員の確保
や捕獲後の対処等を検討すること。併せて、人家近くまで現
れるクマから子どもやお年寄りを守る対応を講ずること。

い

地域資源を活かした今後の観光のあり方について、

多様な観点で多くの方の意見を聞き検討すること。

タブレット端末等の活用が、児童生徒一人一人に寄り
添い、成熟度に合わせたきめ細やかな教育のもと、学
力の向上に結び付くよう努めること。

ICTの推進が、すべての年代の町民にとって、利便性の
向上につながる取り組みになるよう努めること。

議長をはじめ５人の議員

が、提言書の内容を丁寧に

説明し、実現に向けた取り

組みを強く要望しました。
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条
例
改
正
の
目
的

　
白
鷹
町
で
は
人
口
減
少

及
び
少
子
化
対
策
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援

策
を
展
開
し
て
い
る
が
、

令
和
３
年
度
の
町
全
体
に

お
け
る
出
生
者
数
は
40
人

を
下
回
る
見
込
み
で
あ
り
、

出
生
者
数
の
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
状
況
に

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
、
子
育
て
世
代
が
仕

事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
、

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
さ
ら
に

整
え
る
た
め
、
国
に
お
け

る
保
育
料
無
償
化
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
２
歳
児

以
下
の
子
ど
も
の
保
育
料

を
町
独
自
に
無
償
化
す
る

た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

「
イ
ヨ
ッ 

う
ま
い
！
」

 

白
鷹
中
学
校

 

芸
術
鑑
賞
教
室

表
　
　
紙

　

令
和
３
年
11
月
９
日　

白
鷹
中
の
生
徒
が
寄
席
や

落
語
に
つ
い
て
学
び
、
体

験
し
ま
し
た
。

　
表
紙
は
太
鼓
体
験
の
様

子
で
す
。
傍か
た
わら

で
三
味
線

を
弾
い
て
も
ら
い
、
仲
間

の
前
で
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス

マ
ー
チ
を
奏
で
ま
し
た
。

　
生
で
楽
し
む
落
語
は
テ

レ
ビ
と
は
違
い
、
会
場
の

空
気
を
読
み
な
が
ら
の
も

の
。
そ
の
楽
し
さ
に
最
後

ま
で
爆
笑
し
て
い
た
子
ど

も
た
ち
は
、
家
族
に
落
語

の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
、

と
ま
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
芸
術
鑑
賞
教
室
は
音
楽

と
演
劇
に
加
え
、
今
年
度

か
ら
古
典
芸
能
を
加
え
る

そ
う
で
す
。
白
鷹
中
学
校

の
意
欲
的
な
取
り
組
み
、

応
援
し
た
い
で
す
ね
。

◇期　　間　　12月２日～ 10日（９日間）
◇内　　容　　補正予算５件、条例改正２件、契約案件４件、請願審査１件。
　　　　　　　全議案は原案のとおり可決しました。
◇一般質問
　金田 　悟 議員　「令和３年産米価下落等に対する農家経済対策について」
　横山 和浩 議員　「 まちづくり人材育成と、荒砥高校の存続に向けた取り

組みの充実を」
　丸川 雅春 議員　「社会活動における懇親の場と今後の経済対策について」

　
出
生
者
数
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
深
刻
な

状
況
に
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
て
い
る
。

　
県
内
の
ほ
か
の
自
治
体

に
先
駆
け
て
保
育
料
を
完

全
に
無
償
化
す
る
こ
と
で
、

経
済
的
な
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
り
、
子
育
て
す
る

な
ら
白
鷹
町
と
自
信
を

持
っ
て
町
内
外
に
発
信
で

き
る
も
の
と
思
う
。

　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

大
い
に
期
待
し
な
が
ら
賛

成
討
論
と
す
る
。

※�

反
対
討
論
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

賛
成
討
論

12月定例会の概要

条例改正
２歳児以下も保育料無料に
白鷹町子どものための教育・保育に関する利用者負担額を定める条例の一部を改正

令和４年度から実施

小
口�

尚
司�

議
員
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議
会
臨
時
会　

12
月
21
日

ふ
る
さ
と
森
林
公
園　

試
掘
調
査

金
田
委
員

試
掘
調
査
で
、

満
足
の
い
く

結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

場
合
、
新
た
な
場
所
を
選

定
し
調
査
す
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長

結
果
を
見

て
の
判
断

で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

横
山
委
員

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄

物
は
、
適
切

に
保
管
さ
れ
て
い
た
か
。

教
育
次
長

小
中
学
校
・

旧
庁
舎
な
ど

の
高
圧
電
源
設
備
か
ら
排

出
さ
れ
、
旧
鷹
山
小
学
校

に
施
錠
等
を
行
い
厳
重
に

保
管
し
て
い
る
。

補正予算
主な質疑

一般会計補正予算の主なもの

鷹山地区コミュニティセンター整備事業� 2500万円

出産支援給付金給付事業� 295万円

新型コロナウイルスワクチン接種事業
（３回目接種に向けた対応）� 2244万円

ふるさと森林公園整備事業
（試掘調査への対応）� 793万円

白鷹産米次期作支援事業
（米価下落の影響を受ける稲作農家支援）� 1600万円

除雪機械格納庫整備事業
（鷹山地区コミュニティセンター敷地内）� 800万円

教育総務費事務局費
（PCB廃棄物の運搬及び処分）� 490万円

� など　総額１億7000万円

◎財源は、国・県支出金・地方債・諸収入・繰越金
などで対応します。

� ※万円未満は端数調整

３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種

竹
田
委
員

３
回
目
の
接

種
は
、
フ
ァ

イ
ザ
ー
及
び
モ
デ
ル
ナ
製

も
使
用
す
る
よ
う
で
あ
る

が
、
そ
の
配
分
予
定
と
周

知
方
法
は
。

健
康
福
祉
課
長

国
か
ら
示

さ
れ
て
い

る
の
は
、
お
お
よ
そ
半
分

ず
つ
の
供
給
と
な
る
見
通

し
で
あ
る
。

　
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う

に
丁
寧
に
告
知
し
て
い
く
。

出
産
支
援
給
付
金

関
委
員

給
付
金
額
・
手

続
き
及
び
周
知

方
法
は
。

健
康
福
祉
課
長

１
名
当
た

り
５
万
８

０
０
０
円
。
12
月
末
ま
で

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
に
は

１
月
に
、
そ
れ
以
降
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ん
に
は
町

の
出
生
祝
い
金
交
付
手
続

き
の
と
き
に
と
計
画
し
て

い
る
。

10
万
円
を
一
括
給
付

　
子
育
て
世
帯
へ
の
臨

時
特
別
給
付
を
実
施
す

る
た
め
の
補
正
予
算
。

　
子
ど
も
一
人
あ
た
り

10
万
円
を
現
金
（
口
座

振
込
）
で
一
括
給
付
す

る
。
中
学
生
ま
で
の
児

童
手
当
受
給
者
に
は
12

月
28
日
に
振
り
込
む
。

高
校
生
の
保
護
者
な
ど

は
申
請
が
必
要
。
児
童

手
当
の
所
得
制
限
限
度

額
を
超
え
る
場
合
も
町

独
自
に
給
付
す
る
。

補
正
予
算

可
決

請　願　審　査　　 採　択 　　

国に対し、「国連で採択された核兵器禁止
条約への日本政府の署名と批准を求める
意見書」の提出を求める請願　

●請 願 者　原水爆禁止西置賜協議会
　　　　　　代表　青木　慶一
●紹介議員　関　千鶴子
●審査過程　＊付託委員会　総務厚生常任委員会
　　　　　　＊委員長報告　採択すべきもの
　　　　　　＊賛成討論及び反対討論　　なし

�賛成多数により、採択�　 �意見書を提出�
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東屋

駐車スペース
(18 台）

コミュニティ
センター

除雪
ステーション

消防
ポンプ庫

萩野
ふれあい館

石碑

◎経過

◎改修する内容

◎契約金額と工期

空調設備の更新、多目的トイレの新設、
電灯のLED化、水飲み場の改修など。

契約金額は5588万円で、
工期は令和４年３月25日まで。

整備後30年が経過し、指定避難所でも
あるため、老朽化した施設の長寿命化に
向けて、建物全体の状況を把握する調査
を行いました。環境性能や省エネルギー、
経済性に優れた設備の導入などを総合的
に判断し、改修することになりました。

鷹山防雪センターとして整備され40年。
老朽化が著しく施設のリニューアルが必
要になっています。また、１階には除雪
機械の格納スペースがあり、主な集会は
２階で行っているため、高齢者などには
利用しにくい状況で、鷹山地区から整備
の要望が出されていました。

令和３年12月から実施設計（施工する
ために必要な図面をつくる）、令和４年
度に解体・建築・外構工事を行います。
また、町が持つ31台の除雪機械の格納
庫も作られます。両施設は、令和５年
度から使用開始の予定です。

◎背景 ◎建設までの予定

※変更される場合があります。

外観イメージ（予定） 配置図（予定）基本構想基本構想

コミュニティセンター
のホームページへ

コミュニティセンター
のホームページへ

N
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白
鷹
町
と
し
て
の
支
援

問

米
価
下
落
に
よ
る

稲
作
農
家
へ
の
支

援
を
ど
う
す
る
か
。

町
長
こ
の
苦
境
を
乗
り

切
り
、
来
年
度
以

降
も
継
続
し
て
稲
作
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
次
期
作
に
向
け
た
水

稲
種
子
の
購
入
費
用
・
生

産
資
材
費
用
へ
の
助
成
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
林
課
長

支
援
策
の
制

度
設
計
に
つ

い
て
は
、
近
隣
の
市
町
の
情

報
収
集
を
行
う
な
ど
、
検

討
し
た
結
果
、
10
ア
ー
ル
当

た
り
種
子
代
千
円
、
生
産

資
材
代
千
円
、
合
計
２
千

円
の
支
援
を
実
施
し
た
い
。

生
産
者
か
ら
の
要
望
は

問

生
産
農
家
・
生
産

団
体
と
ど
の
よ
う

な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
要
望
が
あ
っ

た
の
か
。

農
林
課
長

農
業
委
員
会

か
ら
の
意
見

書
の
提
出
、
稲
作
生
産
者

と
町
長
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
た
。

　
登
熟
不
足
、
い
も
ち
病

の
発
生
、
そ
し
て
概
算
金

の
下
落
と
な
り
、
今
後
の

経
営
に
不
安
を
抱
い
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
多
く
の
農
家
に
支
援
が

行
き
渡
る
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
て
ほ
し
い
、
次
年
度

の
再
生
産
に
向
け
た
支
援

が
望
ま
し
い
と
の
話
が

あ
っ
た
。

※
収
入
保
険
等
の 

加
入
状
況

問

農
家
収
入
を
カ

バ
ー
す
る
こ
と
が

で
き
る
収
入
保
険
及
び
　

※
ナ
ラ
シ
対
策
の
加
入
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

農
林
課
長

収
入
保
険
は

13
・
５
％
で
、

県
全
体
及
び
置
賜
と
比
較

し
て
も
低
い
状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ナ
ラ
シ
対
策
は

認
定
農
業
者
等
が
対
象
と

な
り
、
加
入
者
数
は
48
件

（
57
・
８
％
）
で
、
面
積

で
は
３
０
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
39
・
４
％
）
で
あ
る
。

問

収
入
保
険
の
加
入

率
が
極
端
に
低
い
。

そ
の
理
由
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
か
。

農
林
課
長

基
準
収
入
が

全
額
補
償
さ

れ
な
い
こ
と
、
補
償
内
容

を
上
げ
れ
ば
保
険
料
が
高

く
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

様
子
を
見
て
い
る
方
が
多

い
と
聞
い
て
い
る
。

町
長
収
入
を
補
償
す
る

制
度
は
複
数
あ
る

が
、
も
う
少
し
わ
か
り
や

す
い
保
険
制
度
に
し
て
い

く
べ
き
と
思
う
し
、
要
望

も
し
て
い
き
た
い
。　

転
作
の
重
点
作
物
振
興

問

枝
豆
団
地
化
計
画

の
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。

農
林
課
長

作
付
面
積
の

拡
大
（
42
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
と
反
収
の
向

上
は
達
成
し
た
が
、
販
売

単
価
の
下
落
に
よ
り
、
販

売
額
１
億
円
の
達
成
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

問

次
年
度
の
生
産
調

整
を
達
成
す
る
た

め
、
枝
豆
の
振
興
方
針
を

ど
う
考
え
る
か
。

農
林
課
長

枝
豆
部
会
の

会
議
で
、
販

売
額
１
億
円
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。
し
か

し
、
新
た
な
拡
大
は
慎
重

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

思
う
。

町
長
白
鷹
町
の
枝
豆
部

会
は
相
当
努
力
な

さ
れ
て
き
た
と
認
識
し
評

価
し
た
い
。
コ
ロ
ナ
が
落

ち
着
け
ば
、
素
晴
ら
し
い

も
の
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

金田　悟議員

米価下落等に対する農家経済対策をどうする
町長　水稲種子の購入費用等に助成したい

※「収入保険」
　全ての農畜産物を対象に、自然災害による収量減少
や価格低下など、農業者の経営努力では避けられない
さまざまなリスクによる収入の減少を補償する制度。
※「ナラシ対策」
　対象品目（米・麦・大豆）の販売収入の合計が、標
準的収入を下回った場合に、その差額の９割を国から
の交付金と農業者の積立金で補てんする制度。

東屋

駐車スペース
(18 台）

コミュニティ
センター

除雪
ステーション

消防
ポンプ庫

萩野
ふれあい館

石碑

◎経過

◎改修する内容

◎契約金額と工期

空調設備の更新、多目的トイレの新設、
電灯のLED化、水飲み場の改修など。

契約金額は5588万円で、
工期は令和４年３月25日まで。

整備後30年が経過し、指定避難所でも
あるため、老朽化した施設の長寿命化に
向けて、建物全体の状況を把握する調査
を行いました。環境性能や省エネルギー、
経済性に優れた設備の導入などを総合的
に判断し、改修することになりました。

鷹山防雪センターとして整備され40年。
老朽化が著しく施設のリニューアルが必
要になっています。また、１階には除雪
機械の格納スペースがあり、主な集会は
２階で行っているため、高齢者などには
利用しにくい状況で、鷹山地区から整備
の要望が出されていました。

令和３年12月から実施設計（施工する
ために必要な図面をつくる）、令和４年
度に解体・建築・外構工事を行います。
また、町が持つ31台の除雪機械の格納
庫も作られます。両施設は、令和５年
度から使用開始の予定です。

◎背景 ◎建設までの予定

※変更される場合があります。

外観イメージ（予定） 配置図（予定）基本構想基本構想

コミュニティセンター
のホームページへ

コミュニティセンター
のホームページへ

N
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ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心

問

若
者
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
関
心
を
高

め
る
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
行
政
の
関
わ
り

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長
こ
れ
ま
で
も
支
援

を
行
っ
て
き
た
が
、

幼
少
期
か
ら
の
郷
土
愛
醸

成
も
重
要
な
要
素
。
教
育

が
担
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す

る
機
会
も
重
要
で
あ
り
、

例
え
ば
小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
が
行
政
と
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
議
論
す
る

場
を
設
け
れ
ば
、
意
欲
を

培
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
の
町

生
涯
学
習
振
興
計
画
を
策

定
中
で
あ
り
、
連
携
し
協

力
し
て
事
業
を
展
開
し
た

い
。

　
地
域
課
題
の
解
決
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

大
き
な
力
で
あ
り
、
議
論

し
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
。

若
者
対
象
の
取
り
組
み

問

若
者
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
や
す
い
よ
う

な
取
り
組
み
は
考
え
て
い

る
か
。

企
画
政
策
課
長

ま
ち
づ
く

り
助
成
事

業
、
地
域
づ
く
り
推
進
交

付
金
な
ど
が
あ
る
。
地
域

づ
く
り
交
付
金
の
ソ
フ
ト

部
分
も
各
地
域
で
検
討
・

検
証
し
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

問

私
は
、
し
ら
た
か

夢
未
来
発
掘
事
業

に
応
募
し
活
動
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
議
員
を
目
指

そ
う
と
思
っ
た
の
は
、
そ

の
時
の
経
験
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
思
う
。
成
長
や
交

流
を
促
す
導
き
が
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
含
ま
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
う
い
っ

た
取
り
組
み
で
引
き
続
き

支
援
を
頂
き
た
い
。

企
画
政
策
課
長

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
な
ど
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
も
以
前
と
は
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。
今
の
時
代
に

合
っ
た
支
援
や
対
応
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

荒
砥
高
校
の
存
続

問

荒
砥
高
校
の
単
独

校
と
し
て
の
存
続

は
。

町
長
山
形
県
が
示
す
県

立
高
校
再
編
整
備

基
本
計
画
に
、
再
編
整
備

の
在
り
方
や
そ
の
方
向
性

が
示
さ
れ
て
い
る
。
３
年

間
を
め
ど
に
学
校
の
魅
力

化
・
活
性
化
策
を
実
施
し
、

実
施
後
も
入
学
者
に
増
加

傾
向
が
見
ら
れ
な
い
場
合

は
、
設
置
主
体
を
含
め
た

学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

地
元
市
町
と
改
め
て
協
議

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
定
員
調
整
だ
け
の
対
応

に
は
課
題
が
あ
り
、
お
子

さ
ん
の
将
来
を
考
え
て
ど

う
す
べ
き
か
、
と
い
う
視

点
が
必
要
と
考
え
る
。

次
の
一
手

問

荒
砥
高

校
の
存

続
に
向
け
た
次

の
一
手
は
何
か
。

町
長
荒
砥
高

等
学
校

魅
力
化
計
画
を

策
定
し
、
入
学

者
の
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い

る
。

　
よ
り
多
く
の

入
学
者
を
確
保

す
る
た
め
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
コ
ン

テ
ン
ツ
の
導
入
支
援
、
運

転
免
許
証
の
取
得
支
援
、

修
学
旅
行
の
経
費
に
対
す

る
支
援
、
デ
リ
バ
リ
ー
型

学
食
の
開
設
、
小
中
高
混

乗
型
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
手
厚
い
支
援
を
早
急
に

行
い
、
定
員
の
２
分
の
１

以
上
の
入
学
生
を
確
保
し

た
い
。

まちづくり人材育成と
� 荒砥高校存続への取り組みを
町長　郷土愛の醸成も重要。荒砥高校存続に向けて手厚い支援を行う

横山和浩議員

録画を配信

絆も深まる修学旅行

荒
砥
高
等
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
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今
後
の
経
済
対
策
は

問

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

原
油
価
格
の
高
騰

と
い
う
新
た
な
問
題
が
出

て
き
た
。
影
響
の
あ
る
業

種
の
把
握
を
ど
う
し
て
い

る
か
。

商
工
観
光
課
長

各
種
業
界

そ
れ
ぞ
れ

の
企
業
を
直
接
訪
問
し
、

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
聞

き
取
り
を
行
い
、
把
握
し

て
い
る
。

問

こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
、
今
後
の
経

済
対
策
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

町
長
国
の
大
型
補
正
予

算
に
よ
る
施
策
の

動
向
を
注
視
し
、
町
内
の

経
済
情
勢
を
踏
ま
え
た

ニ
ー
ズ
を
捉
え
る
こ
と
で
、

き
め
細
や
か
な
対
策
を
検

討
し
、
迅
速
に
実
施
し
て

ま
い
り
た
い
。

問

経
済
関
係
機
関
と

の
連
携
は
ど
う
し

て
い
る
か
。

商
工
観
光
課
長

商
工
会
、

町
内
金
融

機
関
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な

ど
と
、
各
企
業
の
状
況
、

雇
用
の
状
況
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
四
半
期
ご

と
に
我
々
の
考
え
を
示
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

業
種
要
件
の
緩
和
を

問

例
え
ば
、
今
後
町

で
定
額
を
給
付
す

る
事
業
を
展
開
す
る
場
合
、

業
種
要
件
を
緩
和
す
る
た

め
や
平
等
性
を
見
え
る
化

す
る
た
め
、
売
り
上
げ
の

減
少
率
を
給
付
条
件
に
す

る
考
え
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長

一
つ
の
手

段
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
業
種
に

よ
っ
て
売
り
上
げ
の
波
が

大
き
い
こ
と
と
、
営
業
努

力
の
差
に
よ
っ
て
減
少
率

が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
が

課
題
に
な
る
と
思
う
。

消
費
喚
起
対
策
を

問

消
費
喚
起
を
促
す

た
め
に
は
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
事
業
や
地
域

応
援
券
事
業
が
大
変
有
効

と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
取

り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

商
工
観
光
課
長

類
似
し
た

国
や
県
の

事
業
に
お
い
て
、
換
金
な

ど
に
お
け
る
各
事
業
者
の

負
担
と
な
る
部
分
を
整
理

し
、
同
期
間
で
な
く
、
期

間
を
置
い
た
中
で
続
け
て

や
っ
て
い
け
る
こ
と
も
念

頭
に
置
き
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。町

長
国
の
大
型
補
正
予

算
の
情
報
が
入
り

し
だ
い
、
商
工
会
と
連
携

し
、
町
内
事
業
者
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
、
そ
し
て
、

消
費
に
回
る
よ
う
な
形
の

準
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

社
会
活
動
に
お
け
る

懇
親
の
場

問

コ
ロ
ナ
感
染
状
況

が
落
ち
着
い
て
い

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
社
会

活
動
に
お
け
る
懇
親
の
部

分
に
つ
い
て
、
誰
も
が
開

催
し
や
す
く
す
る
雰
囲
気

を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

町
長
経
済
の
活
性
化
を

図
る
観
点
か
ら
、

職
員
に
は
徐
々
に
会
食
な

ど
の
再
開
を
促
し
て
い
る
。

引
き
続
き
感
染
防
止
対
策

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
町
内
飲
食
店
を
ご

利
用
い
た
だ
き
た
い
。

問

町
で
は
共
助
社
会

づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
し
て
お
り
、

地
域
で
の
懇
親
の
場
が
そ

の
第
一
歩
と
思
う
が
ど
う

か
。

町
長
懇
親
の
大
切
さ
は

十
分
に
理
解
で
き

る
。
た
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
流
れ
、
年
代
間
の
認

識
の
違
い
な
ど
、
そ
の

時
々
の
状
況
を
判
断
し
な

が
ら
行
っ
て
い
く
べ
き
も

の
と
思
う
。

ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ

ケ
ー
ジ
制
度
の
活
用

問

町
が
主
催
す
る
事

業
に
活
用
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

商
工
観
光
課
長

接
種
し
た

方
と
し
な

い
方
の
区
別
が
表
れ
る
た

め
、
行
政
が
使
う
と
い
う

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

民
間
の
方
の
活
用
に
つ
い

て
は
制
限
す
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

今後の経済対策をどう考えるか
町長　きめ細やかな対策を検討し、迅速に実施していく

丸川雅春議員

録画を配信
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【
概
要
】

　
令
和
３
年
７
月
１
日
よ

り
実
証
実
験
と
し
て
実
施

し
た
白
鷹
町
立
病
院
か
ら

公
立
置
賜
総
合
病
院
間

（
経
由
地
な
し
の
直
行
便
）

の
町
外
延
伸
に
加
え
、
町

内
循
環
バ
ス
（
荒
砥
・
鮎

貝
）
の
運
行
を
実
施
。
運

行
日
数
は
82
日
。

【
利
用
実
績
】

①
循
環
バ
ス

　
＊
述
べ
利
用
人
数

�

　
52
件

　
＊
１
日
平
均
利
用
件
数

　
　
　
　
　

�

０
・
63
人

②
町
外
延
伸

　
＊
述
べ
利
用
人
数

　
　
　
　
　
　

�

　
57
件

　
＊
１
日
平
均
利
用
件
数

　
　
　
　
　

�
０
・
70
人

【
考
察
及
び
今
後
の
対
応
】

　
町
内
循
環
バ
ス
及
び
町

外
延
伸
便
と
も
、
１
日
平

均
利
用
件
数
が
１
人
を
下

回
る
状
況
で
あ
っ
た
。
利

用
者
は
、
バ
ス
停
ま
で
の

移
動
に
負
担
を
感
じ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　
町
内
の
移
動
は
現
行
の

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
カ

バ
ー
で
き
る
と
判
断
し
、

今
後
は
現
行
の
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
や
町
外
延
伸
便

の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
く
。

質
　
疑

延
伸
便
の
継
続
は

委
員
公
立
置
賜
総
合
病

院
ま
で
の
延
伸
便

は
、
ど
の
地
区
の
方
が
多

く
利
用
さ
れ
て
い
た
の
か
。

当
局
多
か
っ
た
の
は
東
根

地
区
の
方
で
あ
っ
た
。

委
員
継
続
的
に
実
施
し

て
い
く
方
向
で
よ

い
の
か
。

当
局

デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
を
う
ま
く
活

用
し
て
い
き
た
い
。
町
外

延
伸
に
つ
い
て
は
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
す
る
た
め
に
、

い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
い
る
。

続
け
て
い
き
た
い
が
費
用

対
効
果
も
あ
る
。
ぜ
ひ
ご

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

た
い
。

町
当
局
の
説
明

【
目
的
】

　
基
本
計
画
を
受
け
て
具

体
的
に
実
施
す
る
事
業
の

内
容
を
示
す
も
の
で
、
ま

ち
づ
く
り
を
計
画
的
か
つ

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め

に
策
定
す
る
。

【
計
画
期
間
】

　
令
和
４
年
度
か
ら
６
年

度
ま
で
の
３
カ
年
。

【
基
本
方
針
】

　
コ
ン
パ
ク
ト・プ
ラ
ス・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
本
に
、

「
人
づ
く
り
」「
産
業
・
経

済
」「
地
域
力
」「
定
住
化
」

の
４
つ
の
分
野
を
施
策
の

柱
と
す
る
。

質
　
疑

買
い
物
環
境
支
援

委
員
買
い
物
環
境
支
援

事
業
に
つ
い
て
、

今
後
ど
う
い
う
形
で
支
援

し
て
い
く
の
か
。

当
局
移
動
販
売
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
５

年
前
か
ら
実
証
実
験
を
し

て
き
た
。
買
い
物
難
民
の

問
題
を
ど
う
し
て
い
く
か

は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
り

検
討
し
て
い
き
た
い
。

東
部
工
業
団
地
整
備

委
員
東
部
工
業
団
地
の

拡
張
整
備
に
つ
い

て
、
現
在
新
規
参
入
希
望

の
企
業
は
あ
る
の
か
。

当
局
こ
れ
ま
で
は
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
型
で

来
た
が
、
相
談
に
向
け
て

用
地
を
持
っ
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

白
鷹
中
学
校
整
備

委
員
白
鷹
中
学
校
の
体

育
館
と
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
整
備
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
体
育
館
は
、
床
が

さ
さ
く
れ
立
っ
て

危
険
な
部
分
も
あ
る
た
め

検
討
し
て
い
る
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
狭
い
が
拡
張
で
き

な
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら

の
雨
水
処
理
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
か
ら
総
合
的
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

具
体
的
な
計
画
を
着
実
に
実
行
す
べ
き

白
鷹
町
振
興
実
施
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会　
12
月
７
日

町
民
が
利
用
し
や
す
い
交
通
手
段
は
何
か

町
内
循
環
バ
ス
等
実
証
実
験
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
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常
任
委
員
会
は
２
部
門
に
分
か
れ
審
議
し
て
い
ま
す
。

総
務
厚
生
（
総
務
課
・
企
画
政
策
課
・
税
務
出
納
課
・
町
民
課
・
教
育
委
員
会
・
病
院
・
議
会
・
監
査
・
消
防
）



【
現
状
】

　
学
校
説
明
会
の
参
加
者

が
例
年
の
半
数
程
度
に
と

ど
ま
り
、
入
学
者
の
確
保

が
厳
し
い
状
況
。
存
続
へ
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
展

開
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
現
行
の
事
業
内
容
】

①
新
入
生
応
援
事
業

　
（
10
万
円
の
応
援
券
）

②
部
活
動
強
化
対
策

　
（
施
設
使
用
料
支
援
）

③�

応
援
チ
ラ
シ
な
ど
の
作

成
【
拡
充
す
る
事
業
内
容
】

①�

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
コ
ン

テ
ン
ツ
導
入
支
援
事
業

②�
デ
リ
バ
リ
ー
型
学
食
の

開
設

③
資
格
取
得
支
援
事
業

　
（�

自
動
車
運
転
免
許
取

得
費
用
の
支
援
）

④
ス
ク
ー
ル
バ
ス
混
乗

⑤
修
学
旅
行
支
援
事
業

質
　
疑

県
外
募
集
は

委
員
県
外
か
ら
の
入
学

生
を
募
集
す
る
仕

組
み
が
あ
る
が
、荒
砥
高
校

で
は
取
り
入
れ
な
い
の
か
。

当
局
荒
砥
高
校
は
県
外

募
集
を
行
わ
な
い

と
聞
い
て
い
る
。
県
立
高

校
な
の
で
、
県
の
判
断
に

お
任
せ
し
た
い
。

免
許
取
得
補
助

委
員
免
許
取
得
補
助
に

つ
い
て
、
来
年
度

の
入
学
生
が
免
許
を
取
得

す
る
と
き
に
対
応
す
る
と

い
う
こ
と
か
。

当
局
来
年
度
に
入
学
さ

れ
た
方
が
３
年
生

に
な
り
、
進
学
、
就
職
が

決
ま
っ
て
免
許
を
取
得
す

る
と
き
に
支
援
す
る
も
の

で
あ
る
。

委
員
補
助
率
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

当
局

取
得
費
用
の
３
分

の
１
、
町
内
に
就

職
ま
た
は
住
ま
れ
る
方
に
は

２
分
の
１
と
考
え
て
い
る
。

【
目
的
】

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
う
ち

二
酸
化
炭
素
を
対
象
と
し
、

排
出
量
削
減
を
行
う
た
め

の
施
策
な
ど
に
関
す
る
事

項
を
定
め
る
も
の
。

　
町
民
・
事
業
者
な
ど
関

係
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
町
一
体
と
な
っ
た
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
、

豊
か
な
自
然
を
次
の
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め

の
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の

取
り
組
み
。

【
計
画
の
位
置
づ
け
】

　
第
６
次
白
鷹
町
総
合
計

画
や
白
鷹
町
環
境
基
本
計

画
な
ど
と
整
合
性
を
図
り
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

に
関
す
る
施
策
や
目
標
を

示
し
た
計
画
と
す
る
。

【
計
画
期
間
】

　
２
０
２
２
年
度
か
ら
２

０
３
０
年
度
ま
で
の
９
年

間
。

質
　
疑

環
境
マ
イ
レ
ー
ジ
導
入
は

委
員
個
人
単
位
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、

環
境
マ
イ
レ
ー
ジ
な
ど
も

導
入
し
な
が
ら
町
民
に
も

努
力
い
た
だ
い
て
い
る
例

な
ど
も
あ
る
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

当
局
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会

議
で
も
話
し
合
い
な
が
ら

進
め
た
い
。
マ
イ
レ
ー
ジ

に
つ
い
て
も
有
効
で
あ
る

な
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

農
業
用
水
発
電

委
員
農
業
用
水
を
活
用

し
た
発
電
と
あ
る

が
、
具
体
的
な
こ
と
が
あ

る
の
か
。

町
長
土
地
改
良
区
に
検

討
し
て
い
た
だ
い

た
経
過
が
あ
る
が
、
な
か

な
か
難
し
い
。
可
能
性
は

追
及
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
説
明

○�

鷹
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

○�

保
育
料
の
無
償
化
に

向
け
た
取
り
組
み

待
っ
た
な
し
の
温
暖
化
対
策
を
ど
う
す
る

白
鷹
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
他
の
説
明

○�

第
２
期
健
康
と
福
祉

の
里
構
想
（
中
間
報

告
）

○�

白
鷹
福
祉
会
に
お
け

る
旧
白
光
園
の
跡
地

活
用
の
検
討
状
況

○�

白
鷹
町
生
涯
学
習
振

興
計
画

○�

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

（
現
地
調
査
）

閉
会
中
の
動
き

支
援
の
拡
充
で
入
学
者
の
確
保
は
可
能
か

荒
砥
高
等
学
校
活
性
化
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
協
議
会
　
11
月
24
日
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【
現
状
】

　
「
ふ
る
さ
と
森
林
公
園
」

や
「
伝
統
工
芸
の
村
」
に

つ
い
て
、
民
間
業
者
と
の

意
見
交
換
な
ど
を
通
し
、

専
門
的
ス
キ
ル
の
あ
る

「
民
間
事
業
者
」
へ
の
指

定
管
理
の
変
更
や
再
整
備
、

収
益
が
見
込
め
経
営
が
可

能
か
の
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。

　
11
月
15
日
か
ら
「
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
」
の
参
加
事
業
者
を
募

集
し
、
11
月
29
日
の
「
現

地
説
明
会
・
見
学
会
」
に

は
県
内
外
の
11
事
業
者
か

ら
申
し
込
み
が
あ
り
、
当

日
は
７
事
業
者
が
参
加
。

残
る
４
社
は
個
別
に
対
応
。

【
今
後
の
対
応
】

　
12
月
中
旬
か
ら
１
月
中

旬
に
か
け
て
、
参
加
事
業

者
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
、
結
果
概
要
を
公
表

す
る
。

質　

疑

参
加
事
業
者
の
業
種

委
員
見
学
参
加
11
事
業

者
の
業
種
は
何
か
。

当
局
宿
泊
業
２
社
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

２
社
、
指
定
管
理
で
施
設

運
営
を
し
て
い
る
２
社
、

サ
ー
ビ
ス
業
２
社
、
旅
行

業
１
社
、
不
動
産
業
１
社
、

建
設
業
１
社
で
あ
っ
た
。

委
員
結
果
公
表
の
時
期

は
い
つ
か
。

当
局
２
月
中
旬
か
ら
３

月
中
旬
を
予
定
し

て
い
る
。

質
問
や
反
応
は

委
員
見
学
し
た
事
業
者

か
ら
の
質
問
や
反

応
は
あ
っ
た
か
。

当
局

修
繕
料
の
状
況
、

部
屋
ご
と
の
宿
泊

料
金
、
暖
房
の
燃
料
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

委
員
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
日

程
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

当
局
具
体
的
な
日
程
は

こ
れ
か
ら
で
あ
り
、

エ
ン
ト
リ
ー
の
あ
っ
た
業

者
と
調
整
す
る
。

【
推
進
の
方
向
性
】

●
基
本
方
針

　
「�

森
林
の
多
面
的
機
能

の
発
揮
」

　
「�

森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
の
活
性
化
」

　
「�

森
林
・
林
業
の
文
化

継
承
・
森
林
学
習
を

通
し
た
郷
土
愛
の
醸

成
」

　
こ
れ
ら
の
達
成
の
た
め
、

川
上
・
川
中
・
川
下
・
総

合
的
な
対
策
の
４
分
野
で

数
値
目
標
を
設
け
、
課
題

解
決
に
向
け
施
策
を
行
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

質　

疑

人
材
育
成
計
画
は

委
員
人
材
育
成
の
具
体

的
な
計
画
は
あ
る

か
。

当
局
現
在
林
業
従
事
者

16
名
。
高
齢
化
も

あ
り
人
材
育
成
は
急
務
だ

が
、
厳
し
い
状
況
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
行

い
、
人
材
確
保
に
あ
た
り

た
い
。

委
員
人
材
確
保
に
あ
た

り
、
林
業
と
福
祉

の
連
携
の
考
え
は
あ
る
か
。

副
町
長

環
境
を
踏
ま

え
、
具
体
的

に
ど
う
い
う
こ
と
が
で
き

る
の
か
検
討
課
題
と
し
て

い
る
。

見
え
る
化
を

委
員
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
見
え
る
化
を
す

べ
き
。
間
伐
や
下
草
刈
り

な
ど
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
情
報
発
信
や
、
木

を
生
か
し
た
モ
デ
ル
ハ
ウ

ス
が
道
路
沿
い
に
あ
る
な

ど
の
総
合
的
な
推
進
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長
ま
ず
は
森
林
の
境

界
明
確
化
。
一
番

の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
は
こ
の

ま
ち
づ
く
り
複
合
施
設
で

あ
り
、
全
国
の
方
に
見
て

い
た
だ
き
町
の
姿
勢
を

知
っ
て
ほ
し
い
。
具
体
的

に
何
を
見
え
る
化
し
て
い

く
か
、
緑
の
循
環
構
想
の

中
で
森
林
組
合
な
ど
と
一

緒
に
進
め
て
い
く
。

森
林
学
習
は

委
員
山
林
に
関
わ
る
人

が
高
齢
化
し
、
自

分
の
山
を
自
分
で
守
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
中
、

森
林
学
習
を
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。

当
局
小
中
学
生
を
中
心

に
、
現
場
に
行
っ

た
り
、
木
工
学
習
や
町
内

杉
材
を
使
っ
た
技
術
家
庭

の
学
習
を
行
っ
た
り
し
た
。

来
年
度
以
降
も
引
き
続
き

実
施
し
た
い
。

持
続
可
能
な
森も

林り

づ
く
り
を

白
鷹
町
森も

林り

と
つ
な
が
る
暮
ら
し
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会　
12
月
８
日

そ
の
他
の
説
明

○
住
宅
等
の
整
備

○�

都
市
計
画
用
途
地
域

の
見
直
し

民
間
事
業
者
と
の
意
見
交
換
実
施
へ

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
は
２
部
門
に
分
か
れ
審
議
し
て
い
ま
す
。

産
業
建
設
（
農
林
課
・
商
工
観
光
課
・
建
設
課
・
上
下
水
道
課
）



◎�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
等
に
つ
い
て

・�

接
種
状
況

　

�

11
月
９
日
現
在
12
歳
以

上
90
・
３
％
、
高
齢
者

92
・
６
％

・�

追
加
接
種
（
３
回
目
）

　

�

令
和
４
年
１
月
19
日
か

ら
高
齢
者
予
約
分
よ
り

開
始
。
以
降
、
前
回
同

様
に
高
齢
者
の
地
区
ご

と
に
接
種
。

◎
灯
油
等
購
入
助
成

　

�

町
民
税
非
課
税
で
高
齢

者
の
み
の
世
帯
な
ど

７
０
６
世
帯
に
１
世
帯

６
千
円
の
助
成
。

◎
出
産
支
援
給
付
金

　
�

新
生
児
１
人
あ
た
り

５
万
８
千
円
の
給
付
。

◎�

花
菱
縫
製
株
式
会
社
白
鷹

工
場
の
閉
鎖
に
つ
い
て

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
影
響
の

長
期
化
な
ど
に
よ
り
、

１
月
20
日
を
も
っ
て
閉

鎖
す
る
。

質　

疑

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
へ
の
影
響
は

委
員
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
へ
の
影
響
は

ど
う
か
。

当
局

令
和
２
年
度
は
７

割
、
今
年
度
は
５

割
の
方
に
お
仕
立
券
を
指

定
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

使
用
期
限
は
な
い
の
で
、
近

く
の
店
舗
で
利
用
で
き
る
。

委
員
従
業
員
の
再
就
職

は
会
社
で
責
任
を

持
つ
と
の
こ
と
だ
が
、
町

と
し
て
の
考
え
は
あ
る
か
。

当
局
相
談
が
あ
れ
ば
承

り
た
い
。

◎�

相
続
未
了
資
産
に
か
か

る
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
課
税
誤
り
に

つ
い
て

・�

内
容

　

�

相
続
で
納
税
義
務
者
を

継
承
し
た
方
に
、
本
来

は
相
続
資
産
と
個
人
資

産
を
分
け
て
課
税
す
べ

き
と
こ
ろ
を
、
合
算
し

て
課
税
し
て
い
た
。

・�

返
還
対
象
者

　
１
５
０
３
人

・
対
象
年
度

　
平
成
21
年
度
よ
り

・
返
還
金
額
（
計
）

　
１
３
２
３
万
９
千
円

・
返
還
期
間

　

�

令
和
４
年
度
に
対
応
予

定

【
概
要
】

　
令
和
３
年
産
米
の
概
算

金
が
、「
は
え
ぬ
き
」
で
１

俵
あ
た
り
２
２
０
０
円
減

な
ど
大
幅
な
減
額
と
な
り
、

収
入
減
と
な
る
稲
作
農
家

の
経
営
に
大
き
な
影
響
が

出
る
。
継
続
し
て
稲
作
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
次
期

作
に
必
要
な
種
子
代
や
、

肥
料
な
ど
生
産
資
材
に
か

か
る
経
費
を
支
援
す
る
。

ま
た
、
利
子
補
給
を
実
施

し
、
経
営
の
維
持
安
定
を

図
る
。

【
白
鷹
産
米
次
期
作
支
援

事
業
】

●
対
象
者

　

�

町
内
の
稲
作
販
売
農
家

　
（
個
人
、
団
体
、
法
人
）

●
補
助
単
価

　
２
千
円
／
10
ア
ー
ル

　
内
訳

　
種
子
代
千
円

　
生
産
資
材
千
円

●
要
件

・�
次
期
作
に
取
り
組
む
こ

と
。

・�
令
和
３
年
産
米
の
作
付

け
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

・�

生
産
調
整
に
協
力
す
る

こ
と
。

・�「
と
も
補
償
制
度
」
に

加
入
す
る
こ
と
。

【
米
価
下
落
対
策
利
子
補
給
】

●
対
象
者

　

�

令
和
３
年
産
米
の
生
産

調
整
に
協
力
し
て
い
る

者
。

●
利
子
補
給

　

�

県
66
・
５
％
、
町
33
・

５
％
相
当
を
負
担
。

質　

疑

対
象
者
数
は
何
人
か

委
員
支
援
事
業
の
対
象

者
数
は
何
人
か
。

当
局
４
８
９
件
を
見
込

ん
で
い
る
。

委
員
他
者
の
名
義
の
農

地
を
作
る
場
合
も

該
当
す
る
の
か
。

当
局
そ
こ
も
含
め
て
支

援
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

そ
の
他
の
説
明

○�

給
与
改
定
な
ど

そ
の
他
の
説
明

○�

ふ
る
さ
と
森
林
公
園

再
整
備
の
状
況

○�

除
雪
機
械
格
納
庫
整

備
事
業

稲
作
経
営
の
維
持
と
安
定
に
向
け
て
支
援

米
価
下
落
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会　
11
月
24
日

３
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

全
員
協
議
会

花
菱
白
鷹
工
場
閉
鎖

課
税
誤
り

11
月
24
日
開
催

12
月
２
日
開
催

12
月
10
日
開
催

全
員
協
議
会
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閉
会
中
の
動
き



　
今
回
は
、
わ
た
し
た
ち

議
員
の
身
分
に
つ
い
て
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

●
議
員
の
地
位

　

わ
た
し
た
ち
議
員
は
、

町
民
の
皆
様
か
ら
の
直
接

選
挙
で
選
ば
れ
て
初
め
て

地
位
を
得
ま
す
。
特
別
職

の
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

任
期
は
４
年
で
す
。

●
兼
職
の
禁
止

　
議
員
は
主
に
次
の
よ
う

な
職
を
兼
ね
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

・
国
会
議
員

・
他
地
方
公
共
団
体
議
員

・
知
事
、
市
区
町
村
長

・
地
方
公
共
団
体
職
員

・
裁
判
官

・
選
挙
管
理
委
員

・
行
政
委
員
会
関
係

　
（
教
育
委
員
会
委
員
等
）

・
固
定
資
産
評
価
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

●
兼
業
の
禁
止

　
不
正
を
防
ぎ
、
住
民
の

疑
念
や
不
信
を
招
か
な
い

よ
う
兼
業
を
禁
止
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
白
鷹
町

の
工
事
な
ど
の
請
負
を
す

る
こ
と
、
ま
た
請
負
を
す

る
法
人
の
役
員
な
ど
を
兼

ね
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
身
分
を
得
る
と
き
失
う

と
き

　
原
則
と
し
て
当
選
し
た

日
か
ら
議
員
と
な
り
ま
す

が
、
白
鷹
町
で
は
４
月
末

が
任
期
満
了
の
た
め
、４
月

中
に
当
選
し
て
も
５
月
１

日
か
ら
議
員
と
な
り
ま
す
。

　
身
分
を
失
う
場
合
は
主

に
次
の
と
お
り
で
す
。

・
任
期
満
了

・
議
員
辞
職

・
死
亡

・
除
名

・
被
選
挙
権
の
喪
失

・
兼
職
を
禁
止
さ
れ
た
職

へ
の
就
職

・
兼
業
禁
止
規
定
へ
の
抵

触
・
選
挙
ま
た
は
当
選
の
無

効
の
確
定

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

●
議
員
の
権
限
（
権
利
）

　
議
員
の
権
限
は
、
会
議

に
お
け
る
権
限
と
会
議
外

に
お
け
る
権
限
に
分
か
れ

ま
す
。

知れば得する“ぎかい”のキホン
第
10
回

議
員
の
身
分

○
会
議
に
お
け
る
権
限

・
動
議
の
提
出
権

・
質
疑
、
質
問
、
討
論
の

発
言
権

・
賛
成
、
反
対
を
表
示
で

き
る
表
決
権　
　
な
ど

○
会
議
外
に
お
け
る
権
限

・
臨
時
会
の
招
集
請
求
権

・
本
会
議
の
開
議
請
求
権

・
議
案
提
出
権

・
請
願
の
紹
介
権　
な
ど

●
議
員
の
義
務

　
主
に
次
の
よ
う
な
義
務

が
あ
り
ま
す
。

・
招
集
に
応
じ
会
議
に
出

席
す
る
義
務

・
規
律
を
守
る
義
務

・
委
員
就
任
の
義
務

・
懲
罰
に
服
す
る
義
務

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

●
懲
罰

　
正
当
な
理
由
な
く
会
議

に
欠
席
し
た
場
合
や
、
会

議
中
に
暴
言
や
誹
謗
中
傷

な
ど
秩
序
維
持
や
品
位
保

持
に
反
す
る
言
動
を
し
た

場
合
な
ど
、
次
の
よ
う
な

懲
罰
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

・
公
開
の
議
場
に
お
け
る

戒
告

・
公
開
の
議
場
に
お
け
る

陳
謝

・
一
定
期
間
の
出
席
停
止

・
除
名
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追跡追跡追跡追跡
レポートレポートレポートレポート

?

防災情報の伝達は
‒ あの質問のゆくえ‒

〇�屋外の防災無線は聞き取りにくく不
安であるとの声を聞くことがある。
防災ラジオの導入予定はあるか。
〇�各指定避難所へのW

ワ イ
i-F
ファイ
i導入につい

ても検討いただきたい。
� （令和２年３月議会）

〇�携帯電話などをお持ちでない方に
は、防災ラジオや※戸別受信機の
導入も選択肢の一つと捉え、国な
どへ支援をお願いしている。
〇�Wi-Fi導入は、関係者と協議し慎
重に検討したい。

戸別受信機の導入予定
　今年度、主に携帯電話などをお持ちでない方を対象として、戸別受信機を導入しました。
単身高齢者世帯約600世帯へ希望調査を行い、そのうち希望する約150世帯へ配布（無料
貸し出し）しております。さらに、各地域の自主防災組織と連携して、洪水避難区域や土
砂災害避難区域などにお住まいの災害時要援護者で、単身高齢者世帯または高齢者のみの
世帯へお声がけを行っているところです。
　その後は、上記以外の高齢者世帯へも希望調査を行う予定です。
　また、町では令和３年５月より情報配信サービス「アットインフォカナル」による防災
情報の配信を開始しました。スマートフォンやタブレットをお持ちの方はぜひご登録くだ
さい。従来の携帯電話をお持ちの方は、引き続き「緊
急メール配信サービス」をご利用ください。

指定避難所へのWi-Fi導入
　多くの方の避難が想定される各地区コミュニティ
センターと各小学校へのWi-Fi導入を完了しました。
� 【令和３年12月　総務課】 貸し出される「戸別受信機」

防災情報を得やすい環境が整った。情報配信サービス「アットインフォカナル」には情
報の双方向性があり、その機能を生かした非常時の町民サービスにも期待する。

※�「戸別受信機」とは………防災情報や緊急速報「エリアメール」などを
自動音声で読み上げる機器です。現在、避難情報は、町内各所に設置し
ている拡声スピーカー（Ｊアラート）で放送していますが、音が聞こえ
にくい場合があります。戸別受信機を家の中に置くことで、緊急時の放
送内容をはっきり聞き取ることができます。

　　携帯電話網を利用しておりますので、防災ラジオとは異なるものです。

答
　
弁

どうなった

防災情報の
登録方法

携帯電話の方
「緊急メール配信」

スマートフォン・タブレットの方
「アットインフォカナル」
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次
の
定
例
会
は

で
す

お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
等
で
議
会
中
継
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
録
画
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
を

議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

３
月

笹 原 俊 一
委員長

印刷・長谷川印刷

広報委員

金 田 　 悟
副委員長・編集長

丸 川 雅 春
委員

竹 田 雅 彦
委員

横 山 和 浩
委員

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
気
象
庁

に
よ
れ
ば
、
こ
の
冬
は
ラ

ニ
ー
ニ
ャ
現
象
が
続
く
見

込
み
で
、日
本
列
島
に
は
、

シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
寒
気
が

流
れ
込
み
や
す
く
な
り
、

寒
い
冬
に
な
る
傾
向
が
強

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
寒

い
の
が
当
た
り
前
の
冬
、

こ
の
先
は
ど
う
な
る
こ
と

や
ら
。

　
さ
て
本
町
で
は
、
新
年

度
よ
り
０
歳
か
ら
２
歳
児

の
保
育
料
が
無
償
化
と
な

り
、
す
べ
て
の
年
代
の
保
育

料
無
償
化
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
ま
た
ひ
と
つ
子
育
て

支
援
事
業
が
増
え
ま
し
た
。

　
県
内
の
自
治
体
で
は
初

め
て
の
事
業
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
周
知
を
徹
底
し

て
い
た
だ
き
、
出
生
数
は

も
ち
ろ
ん
、
結
婚
件
数
の

拡
大
に
も
つ
な
が
る
よ
う

望
み
ま
す
。�

（
丸
川
）

… 地域の伝統芸能を守るために …

輝く地域の力 白鷹の未来を彩る
町指定無形文化財

高玉芝居　高栄会

　
高
栄
会
座
長
の
児
玉
敏

（
嵐　
千
ノ
助
）
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

高
栄
会
と
は

明
治
の
頃
、
蚕
桑
地
区

の
高
玉
に
は
歌
舞
伎
や
浄

瑠
璃
な
ど
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
う
し
た
高
玉
に

伝
わ
る
芝
居
を
通
称
で
高

玉
芝
居
と
言
い
、
そ
の
高

玉
芝
居
を
演
じ
る
団
体
が

高
栄
会
で
す
。
高
玉
が
栄

え
る
よ
う
に
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
て
、
今

の
座
員
は
15
人
ほ
ど
で
す
。

入
座
の
き
っ
か
け
は

昭
和
49
年
に
21
歳
で
入

座
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の

頃
は
チ
ャ
ン
バ
ラ
が
好
き

で
、
テ
レ
ビ
で
時
代
劇
な

ど
を
よ
く
見
て
い
ま
し
た
。

　
自
宅
隣
の
神
社
で
は
秋

祭
り
に
必
ず
芝
居
が
公
演

さ
れ
、役
者
が
持
つ
刀
や
、

化
粧
の
雰
囲
気
に
憧
れ
ま

し
た
。
芝
居
は
遠
い
も
の

で
は
な
く
身
近
な
存
在
で

あ
っ
た
た
め
、
い
つ
か
舞

台
に
上
が
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
醸
成
さ
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み

に
私
の
初
舞
台
の
セ
リ
フ

は
親
分
に
声
を
掛
け
ら
れ

た
時
の
返
事「
ヘ
イ
」だ
っ

た
ん
で
す
よ
。

２
年
ぶ
り
の
公
演
は

公
演
は
約
２
年
ぶ
り
と

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

な
の
で
掛
け
声
も
控
え
る

よ
う
に
と
い
う
約
束
で
し

た
。
お
客
様
と
の
駆
け
引

き
は
で
き
な
い
も
の
の
、

笑
い
や
温
か
な
拍
手
を
頂

き
ま
し
た
の
で
そ
れ
な
り

の
反
応
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
久
し
ぶ
り
な
の
で

私
た
ち
も
不
安
で
し
た

が
、
い
ざ
幕
が
開
く
と
す

ぐ
役
柄
に
感
情
移
入
が
で

き
、
お
互
い
の
呼
吸
も
合

い
、
閉
幕
ま
で
進
ん
で
安

堵
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。

芸
名
に
つ
い
て

役
者
の
芸
名
は
、
座
長

が
考
え
ま
す
。
女
の
子
は

本
名
を
使
う
場
合
が
多
く
、

基
本
は
市
川
姓
で
す
。
そ

れ
以
外
で
は
、
嵐
、
若
葉

な
ど
の
姓
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は

一
番
考
え
て
い
る
こ
と

は
と
に
か
く
座
員
を
増
や

す
こ
と
で
す
。
メ
デ
ィ
ア

の
普
及
に
よ
り
、
若
い
方

の
目
が
そ
ち
ら
に
向
い
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
若
い
方
々
に
は
、
と
に

か
く
昭
和
の
香
り
が
す
る

高
玉
芝
居
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
し
て
ぜ
ひ
入

座
を
希
望
す
る
方
が
現
れ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

入
座
の
募
集
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
高

玉
芝
居
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
蚕
桑
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
ご
一
報

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

議
会
へ
ひ
と
こ
と

芸
能
を
通
し
て
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
消
極
的
な
雰
囲

気
か
ら
笑
顔
を
取
り
戻
す
、

明
る
い
気
持
ち
に
な
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
役
割
を

担
い
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
ご
支
援
を
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

取
材
を
終
え
て 

地
域
づ
く
り
を
一
つ
の

演
目
と
捉
え
る
な
ら
ば
、

配
役
は
地
域
の
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。　
　
　
（
丸
川
）

児玉　敏 さん（高玉地区）
さとし

ぜひ芝居を
観に来てください。
み

一新された緞帳（どんちょう）
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